


やらなければならない事が山積みの毎日です。
そんな中、元気に通所施設に通う息子に一安心、また、この様な大震災時にも息
子を面倒見て戴ける通所施設に感謝いたします。

東日本大震災で被災された皆様には、謹んで地震災害のお見舞いを申し上げます
とともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申しあげます。



�常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信25 号
�平成23年4月21日、常陸太田市手をつなぐ育成会定期総会が常陸太田市自然休養村管理
センター大会議室にて開催されました。
�定期総会は、菊池会長により総会の成立が宣言され、そして会長あいさつ、来賓の安田保健福祉
部長兼福祉事務所長あいさつと続き、会議事項の報告第1号の平成22年度事業報告、議案第
1号収入支出決算認定、議案第2号平成23年度事業計画、議案第3号平成23年度収入支
出予算、その他、について審議されました。
�また4名の賛助会員の方に出席をいただきました。あらためて御礼申し上げます。
�閉会後は昼食をしながら懇親会を開き、会員相互いろいろなお話が出来たものと思います。

常陸太田市保健福祉部社会福祉課障害福祉係事務内容紹介

（1） 身体障害者福祉法，知的障害者福祉法，精神保健及び精神障害者福祉に関する法律及び
児童福祉法に基づく援護及び支援に関すること。

（2）障害者自立支援法に基づく支援に関すること。

（3）戦傷病者特別援護法に基づく援護に関すること。

（4）心身障害者扶養共済に関すること。

（5）人にやさしいまちづくり事業に関すること。

（6）心身障害児福祉手当に関すること。

（7）障害児福祉手当及び特別障害者手当等に関すること。

（8）特別児童扶養手当に関すること。

（9）障害者計画及び障害者福祉計画に関すること。

（10）障害福祉施策の企画，調整及び推進に関すること。

（11）障害者福祉施設の整備等に関すること。

（12）障害程度区分判定審査会に関すること。

（13）身体障害者手帳の交付等に関すること。

（14）その他障害者福祉施策に関すること。

�����������������������参考資料�常陸太田市ホームページ



�常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信26号
�2011年（平成23年）4月11日17時16分又しても地震、毎日起こる地震、しかし今日の地震は余
震とはいえ凄い。ズボンを買いにしまむら太田店へ行った。空模様は今にも雨が降り出しそうだ。ま
だ5時だというのに、真っ暗になっている。凄く嫌な気分だ。不気味な空。｢早く買い物をして帰ろ
う。｣そんな事を思いながら店内に入る、紳士者のコーナーに着いたその時、3月11日14時46
分18秒におきた東北地方太平洋沖地震がもう一度きたかと思うような地震、身の回りの全ての
物が暴れだす。

�全面ガラス張りのウインドーそしてガラスのドア、近寄るのが恐ろしい、ガラスが滝のように降り注
ぐのではないか、躊躇する客、しかし、店員さんの｢皆さん非難してください｡｣｢頭の上の物に気を
つけてください。｣｢皆さん急いで非難してください｡｣の声に後押しされ客は全員店外へ脱出する。
3月11日に車のショウルーム3面ガラス張りの破壊跡が頭を過ぎった瞬間だった。
店員さんは客が店内に居ないのを確認して最後に脱出してきた。
避難誘導の教育の素晴らしさは見事である。
�家へすぐに電話をするがつながらない。
�車で急いで家へ帰る、家族の無事を確認する、やっと安堵。
�西さんより電話、東京に居るとの事、息子さんへの携帯電話がつながらないので安否確認が出来
ないとの事、我が家の黒電話もつながらない、急いで公衆電話に行き息子さんに電話する、安全
元気確認、西さんに直ぐ無事を知らせる。
�空は雷、風も凄い、雨霰、嫌な感じの夜の始まりだ。
�この日の夜は地震がつづき 12日朝9時までに震度3以上の地震が55回あったとの発表があ
る。地震の度に目が覚めた夜だった。
�勝手に通信25号で私の地震体験記を書いたが、賛助会員である西さんも地震体験記を書いて
いました。許可をいただきましたので皆様にも読んでいただきたいと思います。
�心温まる話が書かれていますよ、そして、地震被災の中でも笑える話もかかれています。
�家族愛にあふれた地震体験記をお読みください。
�我が息子、元気に通所施設に通う毎日に一安心、家に帰り、地震があるとすぐに家具調コタツの
中に隠れる毎日です。

地震時における身の守り方は、妹が机の下に隠れた話を聞いてはじめた息子です。と言いたい
のですが、いつもテレビをみるとき体がコタツの中に半分入っているので、怖がって隠れるようです
（笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑）まあーこれでもいいかな?
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東日本大震災で被災された皆様には、謹んで地震災害のお見舞いを申し上げますとともに、
被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

























常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信27号
　みなさん、「障害児・者サポート手帳」もう手元に届きましたか。

この手帳は、茨城県手をつなぐ育成会が，医療機関の受診時等に役立つよう

にと、3年の時を掛けて、医療関係者等の意見を聞き編集した手帳です。

茨城県より、素晴らしい手帳であり全ての障碍児・者へ配布をしたいとの

ことから、茨城県より発行の運びとなりました。

手帳の特徴は、できるだけ使いやすく編集されていることです。

受診等の際提示し、障碍について正確に知らせることにより、適切な診察・

治療が受けられるようにすることを主な目的としています。

　　

表　　　　　　　　　　　　　　　　裏　　　　　　　

手帳の配布は、各市町村の障害福祉担当課、各市町村の社会福祉協議会、県内

各地の手をつなぐ育成会が行っております。

                     みなさん、ぜひ活用してくださいね。



常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信28号
　第１3回茨城県ゆうあいスポーツ大会が、５月２２日笠松運動公園で開催されました。

　　　

前日の天気予報では午後3時ごろより雨になるとのこと、朝から空は晴れたり曇ったり、
わたしの記憶では第１1回雨、第１2回曇りのち雨、そして今年も雨が降りそうです。
そのため、会場では｢第４種目の『となりへポイ』が中止になります｣とのアナウンスが流れ
ていました。何とか競技が終わるまで雨が降らないようにとみなさんが願っていました。み
んなは早く「始まらないかなー」、上の写真はそんな気持ちで待っていますね。
開会式の長―い長―い長―い来賓紹介、開会式終了後、やっと第１種目『あいこも負けよじ
ゃんけんポン』が開始、息子の前に村山さんのおかあさんと沙友梨ちゃんがいました。じゃん

けんポンの1回戦は息子も沙友梨ちゃんもグウ で勝ち、２回戦はチョキ とチョキ のあ

いこで２人とも負けてしまいました。残念。結果は４回戦ともグウ の勝ちでした。

　　第２種目は『大玉といっしょに』、益子大地君をさそって出場、赤組、青組、白組、そして我
らが黄組、例年は２回行われる競技が１回になり、一発勝負で１番になり１５点獲得、
でも大玉は益子大地君の目の前を一瞬のうちに通過、一寸だけ触れた、かもしれない。

　　←　競技中に橋本知事が見えられましたよ。

第３種目は『ゆっくりいそいで
ゲ ッ ト

GETだぜ』、みんな張り切って出場、「息子も張り切って出場

してるかな」、と家内に言うと知らないとの事、息子行方不明、間もなく息子涼しい顔でテン
トに戻る。１人でトイレに行っていた模様、どおりで涼しい顔【訂正、涼しい顔→サッパリし

た顔】をしていました。（笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑）したがって『ゆっくりいそいで
ゲ ッ ト

GETだ

ぜ』には最終組でした。何処へ行ってものんびりした息子です。
お弁当、おいしかったですね。お弁当を食べながら茨城県立大洗高等学校マーチングバン

ド部
ブ ル ー

BLUE
　 ホ ー ク ス

―HAWKSの演奏を聴きました。素晴らしかったですね。

最後の種目『みんなでうたおう』、歌って、踊って、笑って、楽しかったですね。
また来年もみなさん集まってください、お願いします。
社協の方、市の福祉課の方、お世話になりました。ありがとうございます。



　　常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信 29 号
平成 23 年 6 月 1 日水曜日、茨城県総合福祉会館 4 Ｆ大研修室にて、平成 23 年度茨城県
手をつなぐ育成会評議委員会が開催されました。

　鈴木金一郎会長あいさつにはじまり、茨城県保健福祉部障害福祉課長鈴木克典様、茨城県教育
庁特別支援教育課長飯塚裕治様、お二人の来賓あいさつをいただいた後、評議員会が行われま
した。評議員会終了後、｢障害者の就労支援について｣というテーマで、茨城県保健福祉部障害福
祉課主任大窪浩一郎様を講師として、説明会がありました。

評議員会では、次の事項が承認されました。
(1) 平成２２年度事業報告について、
(2) 平成２２年度決算について

－　監査報告　－
(3) 平成２３年度事業計画　(案)　について
(4) 平成２３年度予算　(案)　 について
(5) 創立５０周年記念事業について
(6) 役員改選の取扱いについて

　役員改選の取扱いについては、本年度は役員改選の年に当たるが、茨城県手をつなぐ育成会５０
周年記念事業が控えている為に、特例として、１年間の役員改選見送りが承認されました。
茨城県手をつなぐ育成会５０周年記念事業のなかに、記念講演があり、講師に【元一万㍍ソウルオ
リンピックランナー、現熊本市議会議員】松野明美様がみえることになっています。

演題は、「人生は一番でなくてもいい　～生まれてきてくれてありがとう～」（仮題）です。日時・場
所は次のとおりです。
   　日時   平成２３年１１月１８日（金）

        場所　　茨城県立県民文化センター･小ホール
        時間　　午前１０時から　５０周年記念式典開始

みなさんには、前に松野明美様の本を会報『知ってますか』の｢いちばんじゃなくて、いいんだね。｣
でご紹介いたしております。
まだお読みでない方は是非、図書館に足をお運びください。

　当日は、多くの人が出席されることと思います。
すばらしいお話が聞けることと思います。楽しみですね。



　　常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信30号
平成23年6月4日土曜日、午前８時48分、18分遅れで、55名を乗せた２台のバスが総合福
祉会館を出発、本日は晴天なり、那珂インターより常磐自動車道に乗る。

バスの中はみんな鉄道博物館が楽しみいっぱいの模様、どんな所なんでしょうね。
最初の休憩所友部サービスエリアに到着、道路が空いていたので時間は日程表どおり。
休憩して一息つき、『出発進行』、気持ちは鉄道モードに入ってます。
２回目の休憩の守谷サービスエリアでも、皆さん時間厳守で予定どおりに出発できました。
ＪＲ東日本に負けないような時間厳守でした。
さすが鉄道博物館に行く、鉄道モードですね。
守谷サービスエリアで「頭上の鉄道は何かな。」と中村静江さんに聞いたら、「つくばエクスプ
レスですよ。」との答えでした。
ここでも、鉄道モードですね。
東京外環自動車道から首都高埼玉大宮線に乗り継ぎ、渋滞に巻き込まれる事もなく無事
予定時刻の午前11時30分に到着、バス駐車場は観光バスでいっぱいでした。
いよいよ入館です。
館内は人でいっぱい、みんなはもう興味津々です。
チケットをもらい入館、いきなり見た事の無いレトロな機関車（１号機関車）、隣には又しても
レトロな機関車（弁慶号機関車）、息子を呼んで記念写真、振り向けばみんなの姿は消えていた。
この広い博物館、既にバラバラの気配、みんなに追いつくのを諦め、息子の手を引きマイペース
の見学モードにシフトチェンジ、のんびりのんびり息子と二人旅（二人で見学）。
偶然、１日２回のＣ75形式135号機蒸気機関車の回転実演見学、息子はボーボーボーと
鳴る汽笛の音に喜んでいました。
135号は蒸気機関車仲間では一番最後まで人を運んだ機関車だそうです。
私は蒸気機関車が引いていた木造の客車が懐かしかったですね。

　息子がお腹空いたというので、テーブルのあくのを待って駅弁（何処の駅弁だったか覚えていない、
とんかつの弁当だったなー、あまりおいし・・・・・・でも完食。笑泣笑泣笑泣笑泣笑泣）を食す。
Ｄ５１形式蒸気機関車のシミュレータが有り、息子は順番を待って運転席に、気に入った汽笛を
何回も鳴らしていました。（Ｄ５１シミュレータは有料なのがなぜか無料だった。）

広すぎて全部はとても見ることができませんでしたね、
帰路も渋滞に会わず、無事、予定より１時間も早く帰ることが出来ました。
ボランティアのみなさまありがとうございました。会員の皆さんお疲れ様でした。



　　常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信 31 号
　たまには育成会とは関係の無い、私の読んだ本の紹介をします。
　みなさん 8 月 15 日って何の日だかご存知ですか？

「終戦記念日」だと、多くの方はお答えになるでしょうね。
でも戦争は終わっていませんでした。
8 月 15 日戦争は終わり、そして 3 日後起こるはずの無い戦争が始まったのです。
ソ連と日本の間には不可侵条約があった事は知っていますか?
不可侵条約をソ連が一方的に破って戦争になったのです。
千島列島最北端の孤島国境の小さな島、占守（シュムシュ）島で、ソ連が、不可侵条約を
破って満州や南樺太・千島列島を攻撃、ソ連から仕掛けられ始まった戦闘なのです。
自分の身を守らなければならなかった戦争、生き延びて家族のもとへ帰るための戦争。
占守島の戦いの期間は 1945 年 8 月 18 日より 8 月 21 日まで、終戦の８月１５日以降も 
国家の意思が伝達された末端組織として、満州や南樺太・千島列島では、日本軍部隊が
自分の身は自分で守れと言う大本営の無責任な命令の自衛的戦闘が命じられていたわ
けです。この戦争は自発的な愛国心だけで行われた戦闘ではないのです。
妻や子どもに会うため、老いた母に会うため生きて家族のもとへ帰るための戦争です。
浅田次郎の｢終わらざる夏｣の登場人物の様に、実際には多くの人々がこの戦争が早く
終わって欲しいと思っていたはずです。
満州や南樺太・千島列島占守（シュムシュ）島戦争が終わった後もソ連によりシベリヤ
の極寒の地に送られ多くの人が命を落としました。

『終わらざる夏』は、終わらせようとした戦争が終わらずに多くの命が奪われた戦争です。
何度も何度も、涙で文字が読めなくなりました。
一人でも多くの人に読んでいただきたい本です。

　　　　

上下 2 巻で綴られるのは、戦時下においても今日と変わらぬ人々の暮らしがあったであ
ろうとおもう、今日と異なるのは、息を殺して自由な会話ができず、｢戦場へ行くのは嫌だ｣と
言えない日本の社会状況の中、「赤紙（召集令状）」1 枚で戦場へと送り出された男達、残さ
れた老いた母、そして妻、そして疎開した児童と教師たち、またみんなが戦場に送られる人た
ちのことを身近に感じていたことでしょう。各家に、一銭五厘の葉書1 通 1 通赤紙（召集令
状）を届けた役場の職員、その名簿を作成し、また戦死の内報を書いた在郷軍人、青年将校、
そしてソ連軍の兵士にいたるまで、膨大な数にのぼる、個々の人間の戦争の様子を、詳細に浅
田次郎は綴っていますよ。

　皆さんも是非お読みください。
参考資料　インターネットＷｅｂより

終わらざる夏　　本表紙

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%E9%C5%E7%CE%F3%C5%E7
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%EE%B3%F2%C2%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%FE%BD%A3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B0%A6%B9%F1%BF%B4
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%FC%CB%DC%B7%B3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%E9%C5%E7%CE%F3%C5%E7
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%EE%B3%F2%C2%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%FE%BD%A3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C1%C8%BF%A5
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B9%F1%B2%C8
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C0%E9%C5%E7%CE%F3%C5%E7
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%EE%B3%F2%C2%C0
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%FE%BD%A3


　　常陸太田市手をつなぐ育成会勝手に通信32号
平成23年8月27日土曜日、午前８時5分、36名を乗せた1台のバスが総合福祉会館を出
発、本日は曇りなり、震災による高速無料措置により那珂インターより常磐自動車道に乗り、
北関東自動車道を経由し東北自動車道、日光宇都宮道路で今市へ。
おかげで計画より１時間も早く鬼怒川へ着き、日光猿軍団公演時間の１２時３０分より前に、
バーミヤン今市店にて昼食をする事になりました。
★曇っていた空が、今市に着く頃には涙を流し始めていました。
早めの昼食ですが、沢山のメニューの中から、みんな思い思いのメニューで予算を考えなが
ら上手に注文できました。我が息子計算が出来ないので、食べたい物を指差すも、予算オーバ
ーにより却下、それでもめげずに次メニューを指示、すぐ却下、牛肉入り炒め物で息子妥協、
平和に解決。あっというまに息子完食、テーブルによっては注文の品がまだ届いていない所
もある。
★日光猿軍団公演時間に何とか間に合い見学、会場はほぼ満席、息子ばかりではなく皆、お猿
が何を始めるのか興味津々、身を乗り出している。ものすごく楽しそうでしたね、息子は特に
亀のきぐるみを着たお猿の動作が気に入ったらしく、私が｢亀さん｣と言うと、右手を上げ、お
猿さんのまねをして笑わせます（笑笑笑笑笑）。
★次に向かったのが丸彦製菓工場、（雨はまだ降り続いています。）残念ながらお客がいっ
ぱいの為、焼きせんべい体験は出来ませんでした。その代わり、試食しながら時間をかけ、お
せんべいの品定めをして、予算どおりに買い物を十分にたのしむ事が出来ました。(私と息子
試食をおおいに楽しむ。笑笑笑笑笑笑笑笑)
★そして本日宿泊する鬼怒川グリーンパレスへ到着、ホテルには、沢山の宿泊客がいてチェ
ックインに時間がかかりましたが、みんなはきちんと待っていてくれました。
宿泊客が多い為食事は二部制にしてあり、後半の７時３０分よりの部にしたので、食事前に
皆お風呂に行く事が出来ました。菊地会長さんは、6,７人の子ども達をつれて温泉のお風呂
に行かれました。幾人かの背中を流し、話し相手になっていたようです。
★バイキングの食事には、皆大喜びです、ビールもお酒もソフトドリンクも飲み放題です。
「〇〇さんその凄い大盛全部食べられますか？」「大丈夫?無理しないでね。」｢何回も御代
わり自由だからね、一度に沢山持ってこなくても大丈夫だからね。｣
心配要りませんでしたね、美味しそうに完食していました。もちろんデザートも完食。
★朝食もバイキングで、夕べお腹いっぱい食べたのに、息子は良くこれだけ食べられるもの
だというほど、バイキングの第 2ラウンドも完食していました。

ボランティアさんありがとうございました。会員の皆さんお疲れ様でした。


